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主論文 

Post-Stent Optical Coherence Tomography Findings at Index Percutaneous Coronary Intervention 

― Characteristics Related to Subsequent Stent Thrombosis ― 

 

経皮的冠動脈インターベンションにおけるステント血栓症発症に特徴的なステント留

置後の光干渉断層法の冠動脈内の所見 

 

  Atsushi Kyodo, Makoto Watanabe, Akihiko Okamura, Saki Iwai, Azusa Sakagami, 

Kazutaka Nogi, Daisuke Kamon, Yukihiro Hashimoto, Tomoya Ueda, Tsuneari Soeda, 

Hiroyuki Okura, Yoshihiko Saito.  

Post-Stent Optical Coherence Tomography Findings at Index Percutaneous Coronary 

Intervention - Characteristics Related to Subsequent Stent Thrombosis. Circulation 

Journal. 2021 May 25;85(6):857-866. 



論文審査の要旨 

 

ステント血栓症は薬剤溶出ステントの進化と供に頻度は少なくなってきているものの、

依然として高い致死率を有する PCI 後の重篤な合併症である。本研究では冠動脈ステン

ト留置直後の OCT 所見とステント血栓症との関連について検討した。Index PCI で OCT

が実施されたステント血栓症 15 例と PCI 後 5 年間ステント血栓症を発症していない 70

例で Index PCI でのステント留置直後 OCT 所見を比較した。本研究では Index PCI での

ステント留置後 OCT 所見で大きい角度（180°以上）を有する Irregular protrusion が将来

ステント血栓症を発症する特徴的な所見であることを報告した。公聴会の質疑応答では、

最近のガイドラインでは PCI 後の 2 剤の抗血小板剤（DAPT）の投与期間を決定する際

に血栓リスクよりも出血リスクを考慮することが推奨されているが、High リスクの

Irregular protrusion を認める症例で、出血リスクが低ければ、１年間は DAPT を継続した

ほうがいいのではないかという意見が述べられた。本研究はステント血栓症の病因とし

て Irregular protrusion の関与を報告した初めての研究であり、独創性や臨床への応用、さ

らには今後の発展が期待できることから、学位論文として適当であると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病態制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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